
　
太
陽
光
発
電
は
地
球
環
境
保
全
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
障
と
い
っ
た
観
点
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
市
場
は
、
２
０
１
２
年
７
月
１
日
に
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
出
力
１
０

０
０

１

以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

な

ど
、
非
住
宅
分
野
で
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
事
業
に
投
資
す
る

な
ど
、
今
ま
で
太
陽
光
発
電
事
業
に
関
連
が
な
か
っ
た
金
融
機
関
や
保
険
会
社
な

ど
の
新
規
参
入
が
進
ん
で
い
る
。

導
入
、
順
調
に
継
続
臨
海
工
業
地
帯
で
相
次
ぎ
稼
働
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太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
貢
献
で

き
る
た
め
地
球
温
暖
化
対
策

の
中
心
的
存
在
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
世
界
規

模
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
日
本
は

年
８
月

日

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

が
成
立
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
は
、
太
陽
光
を
は
じ

め
、
風
力
、
地
熱
、
中
小
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
で
発
電
し

た
電
気
の
全
て
を
、
一
定
の

価
格
と
期
間
で
電
力
会
社
が

買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け

た
。
そ
の
価
格
と
期
間
は

「
調
達
価
格
等
算
定
委
員

会
」
の
意
見
を
聴
い
て
年
度

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど

以
上
の
太
陽
光
の
場
合
、

消
費
税
抜
き
の
買
い
取
り
価

格
は
、

年
度
が
１

時

当
た
り

円
で
、
買
い
取
り

期
間
を

年
と
し
た
。

年

度
は
期
間
が

年
だ
が
、
買

い
取
り
価
格
に
つ
い
て
は
、

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
、
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

電
力

調
整
装
置

、
架
台
、
工
事

費
を
含
む
シ
ス
テ
ム
費
用
の

下
落
か
ら
、

年
度
に
比
べ

て
４
円
引
き
下
げ
て
、
消
費

税
抜
き
価
格
で
同

円
と
な

っ
た
。

年
度
も
期
間
は
前

年
度
と
同
じ
。
買
い
取
り
価

格
に
つ
い
て
は
消
費
税
抜
き

価
格
が
同

円
に
ダ
ウ
ン
し

た
。
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
高

効
率
化
や
、
運
転
維
持
費
の

低
下
な
ど
を
反
映
し
、

年

度
に
比
べ
て
同
４
円
引
き
下

げ
た
。

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
買
い

取
り
制
度
導
入
後
に
運
転
を

開
始
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
全
体
の
発
電
設
備
導
入

量
は
、

年
１
月
末
ま
で
で

７
６
１
万
２
０
０
０

だ

っ
た
。
太
陽
光
の
発
電
設
備

は
、
設
置
ま
で
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
が
短
い
と
い
う
特
徴
な

ど
か
ら
、
導
入
が
順
調
に
継

続
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
体
の

・
３
％
に
当
た

る
７
４
１
万
３
０
０
０

に
達
し
た
。
こ
の
う
ち
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
電
設
備
は

１
６
３
万
３
０
０
０

で
、
太
陽
光
全
体
の

％
を

占
め
た
。

　

年
１
月
末
ま
で
に
運
転

を
開
始
し
た
都
道
府
県
別
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
備
導
入
量

は
、
福
岡
県
が

万
２
０
０

０

で
ト
ッ
プ
。
以
下
、

鹿
児
島
県
の

万
２
０
０

、
茨
城
県
の
８
万
６
６
０

０

、
北
海
道
の
８
万
２

２
０
０

、
兵
庫
県
の
８

万
１
１
０
０

、
千
葉
県

の
６
万
１
５
０
０

、
栃

木
県
の
６
万
１
３
０
０

、
大
分
県
の
５
万
６
９
０

０

、
大
阪
府
の
５
万
６

０
０
０

、
群
馬
県
の
５

万
５
４
０
０

の
順
だ
。

　
大
分
市
の
大
分
臨
海
工
業

地
帯
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
稼

働
が
相
次
い
で
い
る
。

　
日
揮
は

年
５
月
に
大
分

臨
海
工
業
地
帯
６
号
地
で
日

産
自
動
車
が
も
と
も
と
エ
ン

ジ
ン
工
場
用
に
取
得
し
て
い

た
土
地
を
活
用
し
て
、
出
力

２
万
６
５
０
０

の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
稼
働
さ
せ
た
。

　
三
井
造
船
と
三
井
不
動
産

は
共
同
で
、

年

月
に
同

工
業
地
帯
７
号
地
に
お
い
て

出
力
約
１
万
７
０
０
０

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
よ
る
売

電
事
業
を
始
め
た
。
発
電
所

用
地
は
三
井
造
船
大
分
事
業

所
内
で
、
造
船
の
ド
ッ
ク
を

造
る
予
定
だ
っ
た
が
、
造
船

不
況
か
ら
ド
ッ
ク
を
建
設
せ

ず
に
残
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
丸
紅
全
額
出
資
子

会
社
の
大
分
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ

ー

大
分
市

は
、

年
３

月
に
同
工
業
地
帯
６
号
地
で

出
力
８
万
２
０
２
０

の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
商
業
運
転

を
始
め
た
。
用
地
は
丸
紅
子

会
社
の
丸
紅
エ
ネ
ッ
ク
ス

や
、
昭
和
電
工
な
ど
が
所
有

す
る
土
地
で
、
約

年
間
使

用
さ
れ
ず
に
い
た
遊
休
地

を
、
今
回
活
用
し
た
。

　
日
揮
、
三
井
造
船
・
三
井

不
動
産
、
丸
紅
の
３
事
業
主

体
の
出
力
は
、
合
計

万
５

５
２
０

の
大
規
模
な
も

の
で
、
い
ず
れ
も
九
州
電
力

に
売
電
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
が
立
地
す
る
大
分

臨
海
工
業
地
帯
は
、
工
業
専

用
地
域

大
分
市
指
定

と

な
っ
て
い
る
。
大
分
県
商
工

労
働
部
工
業
振
興
課
に
よ
る

と
、
建
築
基
準
法
上
、
工
業

専
用
地
域
に
は
住
宅
や
ホ
テ

ル
な
ど
は
建
築
で
き
な
い
と

い
っ
た
制
限
が
あ
る
。
た
だ

し
、
太
陽
光
発
電
施
設
は
建

築
物
に
該
当
し
な
い
た
め
、

規
制
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
民
間
企
業
で

は
、
大
企
業
の
遊
休
地
を
使

っ
た
発
電
事
業
が
急
拡
大
し

て
い
る
。
加
え
て
民
間
企
業

が
自
治
体
の
土
地
を
活
用
し

て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
乗

り
だ
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
ウ
エ
ス
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン

広
島
市
西
区

は
、
埼

玉
県
桶
川
市
か
ら
市
内
に
あ

る
東
部
工
業
団
地
内
の
調
整

池
の
目
的
外
使
用
許
可
を
得

て
、
日
本
初
の
水
上
式
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
「
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン

ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
」
を

年
７
月
か
ら
運
営
し
て
い

る
。
出
力
は
１
１
７
０

。
多
湿
、
表
面
汚
染
、
難

し
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、

水
上
の
過
酷
な
環
境
に
対
す

る
長
期
耐
久
性
を
確
保
し

た
。
配
線
に
つ
い
て
は
海
底

ケ
ー
ブ
ル
を
応
用
。
渇
水
期

や
洪
水
期
の
大
幅
な
水
位
変

動
を
想
定
し
て
弾
性
体
係
留

装
置
を
導
入
し
た
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業

へ
の
新
規
参
入
企
業
の
急
増

な
ど
に
よ
る
土
地
賃
貸
借
料

の
高
騰
の
た
め
に
、
次
第
に

適
性
な
用
地
の
発
掘
が
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
一
手
段
と
し

て
、
天
然
湖
沼
や
貯
水
池
、

調
整
池
と
呼
ば
れ
る
人
造
湖

や
た
め
池
に
着
目
し
、
こ
れ

ら
の
水
上
を
有
効
活
用
す
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
着
手

し
た
。

　
自
治
体
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

運
営
に
乗
り
だ
し
て
い
る
。

群
馬
県
太
田
市
は
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
施
行
と
同
時

に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
発
電
を

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
市
内

に
三
つ
の
発
電
所
を
持
つ
。

そ
の
一
つ
で
、

年

月
に

発
電
運
転
を
始
め
た
「
お
お

た
鶴
生
田
町
太
陽
光
発
電

所
」
は
、
出
力
が
１
５
０
０

。
全
国
で
初
め
て
敷
地

内
に
古
墳
群
「
鶴
生
田
古
墳

群
」
が
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

だ
。

　
太
田
市
役
所
産
業
環
境
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
に
よ
る

と
、
地
元
か
ら
用
地
を
太
陽

光
発
電
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

地
権
者
の
と
り
ま
と
め
は
地

元
が
行
い
、
市
は
地
権
者
か

ら
土
地
を
借
り
る
形
で
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
運
営
を
計
画
。

用
地
内
に
古
墳
群
が
あ
っ
た

た
め
、
古
墳
を
保
存
し
た
形

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
整
備
し

た
。
掘
削
を
必
要
最
低
限
に

留
め
た
。
置
き
基
礎
に
よ
る

設
置
と
し
た
ほ
か
、
古
墳
を

避
け
た
パ
ネ
ル
レ
イ
ア
ウ
ト

を
採
用
し
た
。

　
金
融
機
関
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
向
け
の
投
融
資
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
３

月
６
日
付
で
、
み
ず
ほ
銀

行
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
は
、
苫
東
安

平
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク

北
海

道
安
平
町

が
安
平
町
で

年
度
冬
に
売
電
を
始
め
る
出

力
約

万
１
０
０
０

の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
対
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
よ
る
シ
ン
ジ
ケ
ー

ト
ロ
ー
ン
を
組
成
し
た
。

　
生
命
保
険
業
界
で
も
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
貸
し
付

け
た
り
投
資
し
た
り
す
る
動

き
が
あ
る
。
第
一
生
命
保
険

は
４
月
に
香
川
県
三
豊
市
と

山
梨
県
北
杜
市
で
出
力
が
そ

れ
ぞ
れ
約
１
万

の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
て
、
合
計
約

億
円
の

エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
を
行
う
こ

と
を
決
め
た
。
４
月
か
ら
香

川
県
観
音
寺
市
で
稼
働
し
て

い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
続
く
案
件
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

年
８
月
、

同

月
に
稼
働
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
４
月

日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

で
は
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

年
か

ら
３
年
程
度
、
導
入
を
最
大

限
加
速
し
て
い
き
、
そ
の
後

も
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。
今
後
も

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
は
じ
め
、

太
陽
光
の
普
及
が
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。


